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地震 
定例 
■「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」の定例会

合において評価した調査結果を発表する場合 

◆防災対応は特にありません 

臨時 
■南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が南

海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかどうか調査

を開始した場合、または調査を継続している場合 

■観測された現象を調査した結果、南海トラフ沿いの大規

模な地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高ま

ったと評価された場合 

■南海トラフ沿いの大規模な地震発生の可能性が相対的

に高まった状態ではなくなったと評価された場合 

◆日頃からの地震への備えを再確認してくださ

い。（地震への備え例）家具の固定、緊急避難

場所・避難所及び避難経路の確認、家族との

安否確認手段の取り決め、家庭における備蓄

の確認等 

警報 

暴風警報 陸上(平均風速) 20m/s 以上 

大雨警報（浸水害） 

大雨警報（土砂災害） 

洪水警報 

 

 
 

警報の発表基準をはるかに超える豪雨や大津波等が予想

され、重大な災害の危険性が著しく高まっている場合に

発表し、最大限の警戒を呼び掛ける情報 

◆ただちに命を守る行動をとってください 

 

 

津波 
津波注意報 0.2ｍ以上 1ｍ以下 
 

 

 

津波警報  1ｍを超え、3ｍ以下 

 

大津波警報 3ｍを超える 

 

◆沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や 

避難ビルなど安全な場所へ避難します 

 

◆沿岸部や漁港、川沿い等にいるときには、避難

する場所等を確認しておきましょう 

避難 

情報 

避難準備・高齢者等避難開始
洪水など避難が必要になると予想されるとき、速やかに 

避難できるように準備を促す情報 

◆避難に時間のかかる人は、 

早めに避難を開始してください 

◆それ以外の人は、避難するための準備をして 

ください（非常持出品など） 

避難勧告 
災害による被害が予想される市民に対し、安全のため指定

された緊急避難場所等へ早めの避難を促す情報 

◆屋外の状況などを確認した上で 

避難してください  

※屋外が危険な時は、無理に遠くの避難所に行かず、 

身近で安全な場所へ避難します 

※避難する時間がない時は、自宅の 2 階など 

できるだけ高い所へ移動し、命を守る行動をとります 

避難指示（緊急） 
自然災害等によって、市民に被害が発生する危険性が非常

に高まった場合に、避難勧告よりも強く避難を促す情報 

◆ただちに避難してください  

※屋外が危険な時は、無理に遠くの避難所に行かず、 

身近で安全な場所へ避難します 

※避難する時間がない時は、自宅の 2 階など 

できるだけ高い所へ移動し、命を守る行動をとります 

 

 

 

津波による災害の発生が予想 

される場合に発表される情報 

気象庁が発表する 

南海ﾄﾗﾌ地震に関連する情報の種類 

 

 

10秒吹鳴らし 2秒休止 

5秒吹鳴らし 6秒休止 

3秒吹鳴らし 2秒休止 ×9回 

×9回 

×9回 

知って備える防災情報 ～ 備えて守ろう！大切な家族の命 ～ 

  
 

津波 

避難 

場所 

津波 

避難 

ビル 

津波 

注意 

【家庭配付用資料】 

気象庁が発表する風水害に 

関連する主な警報の種類 

自然災害が発生したとき、又は、 

発生のおそれがあるときに、 

市民に避難等を呼びかける情報 

我が家の緊急避難場所・避難場所 

 

◆海の中にいる人は、 

ただちに海から上がって、海岸から離れます 

 

 

特別警報 

 

※各種警報の詳細については、気象庁ホームページを参照 


